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1. はじめに 

医療系の教科書は 1 冊当たりのページ数が多い上に

使用する冊数も多い。医療系の高等教育機関において、

デジタル教科書やデジタル教材の導入が進みつつある
(1)。運用開始時、使用する教科書 50 冊のうち 39 冊分

の約 80%でデジタル教科書の利用が可能になった。さ

らに、平成28年度からは授業で使用するデジタル教材

の利用を開始した。デジタル教材は学内の教員だけで

なく、非常勤も含めた科目担当者から提供され、390

アイテムの登録が完了できた。 

電子書籍等配信サービスの仕組みは、透明テキスト

付きのPDF（Portable Document Format）ファイル

である。これによってデジタル教科書の本文より用語

検索が可能である。さらにXML（Extensible Markup 

Language）を追加することによって紙の書籍と同様に、

目次、しおり、マーカー、付箋メモ、ページメモ、一

覧などの機能がデジタル教科書上で実現されている。 

本稿は自動収集された利用ログを活用して、学生の

学習行動の分析を試みた。学生の学習実態を把握し、

効果的な学習指導の手がかりを得ることを目的とする。 

 

2. 電子書籍配信サービスの概要 

  
システム概要 

 

 

 

 

 

 

 

図1 電子書籍配信サービスの概要 

 

この電子書籍等配信サービスを図 1 に示す。同サー

ビスは 2010 年から他大学で行われた電子学術書利用

実験プロジェクトをベースとして実用化されたシステ

ムである。 

図 1 の左上に示すように既存の紙の教科書をデジタ

ル化するには、デジタルデータを提供する教科書会社

の協力が必要である。近年は、教科書データのPDF化

が進んでいることが多く、教科書データの提供に係る

出版社の負担は少ない。デジタル教科書には利用期間

の期限を設けることができる。さらに教科書会社の利

益を確保するため、紙の教科書との併用購入する運用

規則になっている。それでも教科書会社によっては教

科書データの提供を拒否する場合がある。デジタル教

科書の100%化が実現できなかった理由は、教科書会社

の協力が得られなかったためである。 

図１の左下に示すのは各教育機関が独自に登録する

副読本や授業で使用する講義資料などのデジタル教材

である。このコンテンツの登録や規則は運用する学校

にゆだねられる。デジタル教材の利用はデジタル教科

書と異なり無償である。さらに利用期限が設けられな

いことが多い。 

図 1 の中央に示すサーバー群の一つは電子著作権管

理をDRM(Digital Rights Management)によって利用

者保護と不正利用の防止を担っている。さらなる安全

性を高めるために出版社からの要望で、定期的に IDと

パスワードの入力が求められる。そのため、利用者か

ら定期的に入力するのは面倒だという苦情の声もある。 

図１の右上に示すようにデジタル教科書やデジタル

教材を利用するには、コンテンツ管理をする専用サー

バーからコンテンツをタブレットへダウンロードする

必要がある。学生は、この一連の作業を完了すること

でデジタル教科書やデジタル教材がコンテンツとして

利用可能となる。このタブレットは常にネットワーク

につながっている必要がない。使用するコンテンツデ

ータのダウンロードが完了していれば、オフライン状

態でも全ての閲覧が可能である。 

同配信サービスには、自動的に利用ログを収集する機

能がある。学生が何らかの操作をするたびに１件の利

用ログが発生する。この利用ログは、使用デバイスが

ネットワークに接続された時に自動でアップロードさ

れるようになっている。そのため、利用ログの回収が

完了するまで、若干の時間遅れが発生する。 

 

3. 利用ログの解析 

1.分析対象者 デジタル教科書を利用する１期生で平

成30年3月に卒業した52名である。 

2.調査期間 平成27年4月から平成30年3月まで 

3.データ収集方法 図１の電子書籍配信サービスの概

要に示すユーザー管理サーバーに取集された利用ログ

から、3年間分をCSVファイルで出力した。3年間の

総利用ログは450万件になった。 

4.データ分析方法 ユーザー管理サーバーから抽出し

たCSVファイルを個人の月別にサマリー集計した。集

計した個人の月別のサマリーデータを Excel に読み込

んだ。Excelによる分析とグラフ化を行った。 
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4. 結果 

1.年間の学習量 1人当たりの3年間の平均利用ログ件

数は約87,000件であった。図2に利用ログの度数分布

図を示す。3年間で最も利用ログが多い学生は16万件

近くある。逆に少ない学生は 4 万件に満たない。学生

によって学習量の差があることは予想できたが、ここ

まで差がついていたとは予想外であった。 

 
図2 デジタル教科書・教材利用頻度（3年間） 

 

2.国試受験群の絶対的学習量 図 3 に国試受験群の絶

対的学習量の平均値の変化を示す。利用ログに含まれ

るものは、学生が利用したデジタル教科書とデジタル

教材である。このグラフを俯瞰する。期末試験の時期

はデジタルコンテンツの利用が活発であることを示し

ている。 

また、夏休みや冬休みの時期はデジタルコンテンツ

の利用が少ないことを示している。1年目はデジタル教

科書のみの利用だったが、2年目からはデジタル教材が

追加された。その分、1年目よりも2年目の利用が増え

ている。3年目は臨地実習が主となり、ほとんど授業が

ないため利用が少なかったことを示している。 

 
図3 絶対的学習量の平均値（3年間） 

 

3.国試合格群と国試不合格群の学習量 図 4 に合否別

相対的学習量を示す。相対的学習量とは図 3 に示した

絶対的学習量の52名の平均値を基準として、国試合格

群の平均値と国試不合格群の平均値を比較したもので

ある。国試合格群は学習傾向に大きな差は認められな

い。それに対して国試不合格群は学習量に不安定さが

認められた。学年が上がって行くにつれ、相対的な学

習量が上下しながら学習量が少なくなる傾向を示して

いる。 

特に 3 年生である受験年度は、一番大切な時期であ

るにもかかわらず学習量が極めて不十分なうえに不安

定であることを示した。受験直前の12月から1月にか

けて追い込み的な学習をしていたことを示していた。 

 
図4 合否別相対的学習量（3年間） 

 

5. 結論 

1.国試不合格群の学習行動 国試不合格群は時として

無謀とも言える過剰な学習行動を示していた。その反

動として体調を崩し安定した学習することが継続でき

なくなり、必要な時期に充分な学習ができなかった恐

れが想像できる。満足に学習できる時と学習できない

時を繰り返しながら、学習行動は減少傾向を示した。 

つまり、国試合格群に比べ安定した学習が継続でき

ていない。その結果、国試に合格することができなか

ったと言える。また 3 年間の学習量が多くても国試に

不合格になることがあり、学習量が少なくても合格で

きた。つまり、3年間の学習量と国試の合否に関係性は

認められないと言える。安定した学習の質が、合否に

関係すると思われる。 

デジタル教科書1期生が受験した第107回 国家試験

合格率は 90.3%であった。全国の合格率が 91.0%であ

ったので、実際はそれほど悪い数字ではないと思わる。 

2.まとめ これまで学習量の多い様にみえた学生が不

合格になった原因がよくわからないことが多かった。

また、普段はあまり学習しない様にみえた学生が合格

できた要因も不明瞭だった。今回、利用ログを解析す

ることで国試の結果理由が読み取ることができ、これ

までの疑問が明らかになった。今まで教員が経験的に

得ていた「継続は力なり」を学生に伝えていた。今回、

利用ログを測定値として得られることができた結果、

学習習慣の可視化ができた。今後、3年生の大事な時期

に適切な学習指導ができれば、国試の合格率向上が期

待できることを示唆した。 
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